


























































































































































レ　ベ　ル 人数 問1 問2 問3 問4 問5
初　　　級 7 1．4 33 4．6 3．9 2．4
初・中級 13 黛2 4．0 4．8 3．9 黛。6
中級・集中 18 2．7 4．4 4．8 42 L9
中　国　語 3 2 3．．3 5 3．．7 3






























































































レ　ベ　ル 人数 問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8
初　　　級 10 3．4 3．．4 3．2 3．7 3．．3 4 2．2 2
初　中　級 13 4 3．5 3．8 3．8 3ユ 3．3 25 L5
中級・集中 23 3．9 3 3．5 4ユ 3．3 3 2ユ 1．4
合計 46 3．8 3．3 3．5 3．9 32 33 22 1．5
　表2により、初中級、中級・集中の学生たちは50語作文を書くことを楽しみ、これを書くこ
とにより英語で自己表現をすることができたと感じているのに対し（問1、問4）、初級の学生た
ちはこの課題が少し難しかったと感じていることがわかる（問6）。また．文法の授業に50語作
文を導入したこと、また、その導入の仕方については特に否定的な感想は多くはないことがわか
る（問7，問8）。
　このアンケートは無記名であるにもかかわらず、特にきびしい批判や否定的な感想は見られな
かった。これは、14週間の間にこの授業に興味を失った学生や課題を苦痛に感じた学生は途中で
放棄したとことも影響しているであろう。73名の登録学生の内、43名の学生が期末テストを受験
した。これは全体の63％であり、かなりの数の学生が途中で放棄したことも事実である。
アタシ識ン・リサーチの結果
（筆者の授業）
　アンケートや授業の感想に見られるとおり、多くの学生が50語作文に興味を感じ、これに刺
激を受けたと答えている。50語作文によって学生が英文法に興味を持つように仕向けることは
できなかったが、英文法に作文を導入することにより、英語による表現に対する学生の興味をあ
る程度深めることができたといえる。初級の学生にとっては難しい課題であったが、異なるレベ
ルの学生が、自分の英語力に応じて作文に取り組むことができた点も評価されよう。
　筆者が最初に予測しなかったことであるが、学生が書く作文を読むことにより学生が何を考え
ているか、どのようなことに興味を持っているかなどを知ることができたことはこのアクション・
リサーチによる収穫であった。また、学生が困難を感じる文法項目、日本語の干渉についても資
料を得ることができたので次年度の授業にこの結果を生かしたいと感じた。
（学部全体の授業）
2006年9月の学部の教員懇談会において、アクション・リサーチの報告を同僚の英語担当教員
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と二人で行った。どのような分野の授業であってもアクション・リサーチの試みは応用が可能だ
ということ、そして、これまで学部で行ってきた相互授業参観に代わる学部のファカルティー・
ディベロプメントの方法として採用できるのではないかと提案した。他の教員がどのような授業
を行っているか、また、どのような問題を抱えているかをお互いに知ることは学部全体の授業の
改善を行う上で重要なことだと考えられる。
（50語作文と日本「アジア英語学会」）
　筆者の属する日本「アジア学会」は学会の10周年記念行事の一環として、2006年10月1日から
3ヶ月間学会のホームページ上で50語の作文を受け付けている2。この試みは筆者の授業に対
する学生の感想からもわかるとおり、日本人の英語学習者に英語で表現をする機会を提供する試
みであり、函期的な試みとして賛助団体からの支援も多く寄せられている。同時に、このような
試みを続けることにより、日本人の英語の特徴をあらわすコーパスの構築が可能になる点で学問
的にも有意義な試みである。
結論
　アクション・リサーチの方法を採用することにより筆者は自分の授業をより客観的に把握し、
授業をより興味深く、個々の学生に応じた指導を工夫することができた。50語作文は特に有効
であった。また、アクション・リサーチの方法を学部の他の授業に応用することも可能であるの
で、ファカルティー・ディベロプメントのひとつの方法としても有効であると考えられる。この
50語作文の規模を拡大し、学会規模で実施することにより、50語作文の意義もより深くなるこ
とであろう。この試みにより日本の学生達に英語を使う機会を提供するだけでなく、日本人の使
う英語のコーパスを構築し、日本人の英語の特徴を明らかにし、これを教材作成に生かすことが
できる。他のアジア諸国にもこのような試みを広げることにより、それぞれの国の英語の特徴の
比較も可能となるであろう。
注
1日本英語検定協会の実用英語検定に準拠したクラス分けテストを入学時に実施し、クラス分
けに利用している。学生は入学時に英語・中国語どちらを選ぶかを選択し、英語を選択した学生
の中で特に英語を学びたい学生は英語集中を選択する。学生は初級①～④、初中級⑤～⑧、中級・
集中⑨～⑫、中国語⑬～⑮の20人前後15グループに分けられる。教養英語に加えて、一般の学
生が日本人教員から基礎演習の指導を受けるのに対し、集中英語クラスの学生はネイティブ教員
から英語で基礎演習の指導をうけ、英語のレポートの書き方、プレゼンテーションの方法などを
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学び、3年次からの専門演習に備える。
2下記の学会のホームページにはESSCの説明、応募作品、応募方法が掲載されている。
　http：／／wwwjafae．org
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